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特別損失の計上、中間連結会計期間の業績予想値と決算値の差異 

及び 2026年 12月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

2026年 12月期第２四半期連結会計期間に特別損失を計上しました。また、2026年２月６日に公表した

2026年 12月期中間連結会計期間の業績予想値と本日公表の決算値に差異が生じました。あわせて、同日

に公表した 2026年 12月期通期連結業績予想を修正しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

当社は、2026 年 12 月期第２四半期連結会計期間（2026 年４月１日～６月 30 日）に、126 億円の事業

構造改善費用を特別損失として計上しました。これは主に、2026 年７月６日に公表した複合材事業の構

造改革として、米国連結子会社（孫会社）である Electric Glass Fiber America, LLCのシェルビー工場

の生産活動停止及びレキシントン工場の譲渡に伴うものです。 

 

２．2026年 12月期中間連結会計期間の業績予想値と決算値の差異 

（2026年１月１日～６月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
中間純利益 

１株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

150,000 

百万円 

11,000 

百万円 

11,000 

百万円 

8,000 

円 銭 

106.34 

実績値（Ｂ） 156,406 11,373 16,290 6,414 86.34 

増減額（Ｂ－Ａ） 6,406 373 5,290 △1,586 ― 

増減率（％） 4.3 3.4 48.1 △19.8 ― 

（ご参考） 

前年中間連結会計期間実績 

(2025年 12月期) 
153,788 16,668 14,201 10,093 127.51 

 

（理由） 

経常利益は、海外子会社の借入に係る債権債務の評価替えによる為替差益を営業外収益に計上したこと等

により、前回予想を大きく上回りました。親会社株主に帰属する中間純利益は、経常利益が増加した一方、

前項の特別損失を計上したこと等から、前回予想を下回りました。 
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３．2026年 12月期通期連結業績予想の修正 

（2026年１月１日～12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

320,000 

百万円 

33,000 

百万円 

33,000 

百万円 

23,000 

円 銭 

305.74 

今回修正予想（Ｂ） 300,000 20,000 25,000 15,000 201.90 

増減額（Ｂ－Ａ） △20,000 △13,000 △8,000 △8,000 － 

増減率（％） △6.3 △39.4 △24.2 △34.8 － 

（ご参考）前期実績 

(2025年 12月期) 
311,402 34,131 37,740 29,616 382.33 

（注）当社は 2026 年２月６日開催の取締役会の決議に基づき自己株式を取得しています。今回修正予想の

「１株当たり当期純利益」については、2026年６月 30日までの自己株式の取得の影響を考慮してい

ます。 

 

（理由） 

  第３四半期連結会計期間（2026年７月１日～９月 30日）以降の売上高は、複合材事業の米国子会社に

おける事業構造改革やディスプレイ事業の需要が若干減少すること等から、前回予想を下回る見通しです。

損益面では、中東情勢及び円安の影響により原燃料価格等が高騰するほか、ディスプレイ事業において定

期修繕に伴う費用が増加する見込みです。また、複合材事業の構造改革に伴う米国子会社の生産活動停止

に関する費用の発生を見込んでいます。各事業において販売価格の改定や生産性改善等の取り組みを進め、

コスト増加による影響の抑制を図ってまいりますが、営業利益が前回予想を下回る見通しです。 

当中間連結会計期間の業績及び以上の見通しを踏まえ、2026 年２月６日に公表した当社グループの通

期連結業績予想を上表のとおり修正いたします。 

なお、2026年 12月期年間配当予想（１株当たり 160円）については変更ありません。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因によりこれらの予想値とは異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


